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T
K
C
神
奈
川
会
は
「
月
次
決
算

体
制
の
構
築
支
援
」
実
践
勉
強
会
を

支
部
単
位
な
ど
会
員
向
け
の
八
つ
の

勉
強
会
と
、
幹
部
職
員
対
象
と
に
分

け
て
開
催
し
て
い
る
。幹
部
職
員
向
け

勉
強
会
は
神
奈
川
研
修
所
長
の
紙
屋

司
朗
会
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
進

行
し
て
い
る
。
第
2
回
と
な
る
今
回

は
19
名
が
参
加
し
た
。

関
与
先
経
営
者
に
ど
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
か
共
有

第
2
回
の
テ
ー
マ
は
「
F
X
ク
ラ

ウ
ド
の
徹
底
活
用
」。
月
次
決
算
体

制
の
構
築
に
向
け
て
関
与
先
企
業
に

F
X
ク
ラ
ウ
ド
の
特
長
あ
る
機
能
を

ど
う
す
れ
ば
活
用
し
て
も
ら
え
る
か

支
援
」
実
践
勉
強
会
を
開
始
し
、
今

回
で
2
回
目
を
開
催
し
た
。
冒
頭
、

松
岡
茂
北
陸
会
会
長
が
、
令
和
8
年

12
月
末
ま
で
に
減
少
傾
向
に
あ
る
巡

回
監
査
の
実
施
関
与
先
数
を
増
や
す

方
針
を
改
め
て
示
し
た
。

月
次
巡
回
監
査
の
徹
底
と

書
面
添
付
作
成
の
重
要
性
を
強
調

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
福
井
県
支

部
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
中
西

宏
爾
会
員
が
講
師
を
務
め
、
テ
キ
ス

を
検
討
す
る
た
め
、
全
国
会
シ
ス
テ

ム
委
員
会
監
修
の
二
つ
の
オ
ン
デ
マ

ン
ド
動
画
（「
経
営
者
の
た
め
の
月

次
決
算
F
X
ク
ラ
ウ
ド
活
用
術
」、

「
経
営
者
、
経
理
担
当
者
に
聞
く
！

私
は
F
X
ク
ラ
ウ
ド
を
こ
う
見
る
！

こ
う
使
う
！
」）
を
視
聴
し
た
。

紙
屋
会
員
か
ら
3
6
5
日
変
動
損

益
計
算
書
、
得
意
先
順
位
月
報
、
証

憑
保
存
機
能
な
ど
の
デ
モ
が
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
関
与
先
経
営
者
に
ど
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
か
、
証
憑
保

存
機
能
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

る
か
の
事
例
が
共
有
さ
れ
た
。「
巡

回
監
査
の
際
、
経
営
者
に
積
極
的
に

機
能
を
紹
介
し
、
ま
ず
は
見
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
」、「
あ
る
こ
と
は
知

っ
て
い
た
が
、
関
与
先
に
利
用
を
勧

め
て
い
な
い
機
能
も
あ
っ
た
。
大
変

参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
、
前
向
き
な

意
見
が
多
く
挙
が
っ
た
。
次
回
は

F
X
ク
ラ
ウ
ド
の
巡
回
監
査
機
能
を

テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
神
奈
川
会
事
務
局
長　

山
﨑
希
世
視
）

T
K
C
北
陸
会
福
井
県
支
部
は
、

10
月
か
ら
「
月
次
決
算
体
制
の
構
築

T
K
C
神
奈
川
会

T
K
C
北
陸
会
　
福
井
県
支
部

と
　
き
：
令
和
7
年
11
月
20
日
㈭

と
こ
ろ
：
横
浜
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

と
　
き
：
令
和
7
年
12
月
9
日
㈫

と
こ
ろ
：
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル

T
K
C
全
国
会
運
動
方
針 

第
1
フ
ェ
ー
ズ

地
域
会
・
支
部
に
よ
る
「
月
次
決
算
体
制
の
構
築
支
援
」

実
践
勉
強
会
開
催
レ
ポ
ー
ト

神奈川会（11月20日）

北陸会（12月9日）
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ト
『
T
K
C
会
計
人 

業
務
の
未
来

設
計
』
の
第
2
部
第
1
章
「
F
X
ク

ラ
ウ
ド
シ
リ
ー
ズ
と
効
率
的
な
巡
回

監
査
」
を
解
説
し
た
。
中
西
会
員
は
、

税
理
士
の
4
大
業
務
を
展
開
す
る
た

め
に
も
、
月
次
巡
回
監
査
と
T
K
C

シ
ス
テ
ム
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
示
し
、
さ
ら
に
税
理
士
法
第
45

条
で
求
め
ら
れ
る
相
当
注
意
義
務
の

履
行
に
つ
い
て
、
懲
戒
事
例
を
踏
ま

え
て
解
説
し
た
。
特
に
、
月
次
巡
回

監
査
の
徹
底
と
書
面
添
付
作
成
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

提
出
書
類
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

事
務
所
ル
ー
ル
に
基
づ
き
「
な
ど
」

や
「
す
べ
て
の
」
は
一
切
使
わ
ず
限

定
列
挙
し
、
事
務
所
の
法
的
防
衛
を

徹
底
す
る
た
め
の
書
面
添
付
の
記
載

事
例
な
ど
を
具
体
的
に
紹
介
し
た
。

参
加
者
は
、
事
前
課
題
と
し
て

『
T
K
C
会
計
人 

業
務
の
未
来
設
計 

実
践
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
』
に
取
り
組
み
、

今
回
は
、「
F
X
ク
ラ
ウ
ド
シ
リ
ー

ズ
を
徹
底
活
用
し
、
T
K
C
方
式
の

自
動
化
に
取
り
組
も
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
発
表
と
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

現
状
の
事
務
所
の
ク
ラ
ウ
ド
利
用

ー
プ
で
は
開
催
要
領
を
事
前
に
作
成

し
て
お
り
、
着
実
な
意
識
づ
け
を
目

指
す
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

菅
野
浩
副
会
長
が
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
な
り
、
6
名
で
構
成
さ
れ
る
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
、
初
回
の
勉
強
会

が
開
催
さ
れ
た
。
開
催
要
領
を
全
員

で
確
認
し
、『
T
K
C
会
計
人 

業
務

の
未
来
設
計
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い

て
、
菅
野
副
会
長
よ
り
ポ
イ
ン
ト
解

説
と
、
問
題
提
起
が
行
わ
れ
た
。
そ

れ
を
も
と
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、「
テ
キ
ス
ト
の
存
在
は
知
っ

割
合
や
令
和
8
年
12
月
末
ま
で
の
目

標
を
宣
言
し
、
ク
ラ
ウ
ド
移
行
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
が
共
有
さ
れ
た
。
事
務

所
の
取
り
組
み
事
例
や
今
後
の
活
動

計
画
を
議
論
し
た
。
当
日
は
、
巡
回

監
査
実
施
関
与
先
数
の
推
移
な
ど
進

捗
状
況
を
共
有
し
、
参
加
者
同
士
が

互
い
に
高
め
合
う
場
と
し
て
当
勉
強

会
を
形
成
で
き
る
よ
う
、
T
K
C
全

国
会
表
彰
へ
の
積
極
的
な
エ
ン
ト
リ

ー
を
促
さ
れ
た
。

（
福
井
Ｓ
Ｃ
Ｇ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

栗
山
直
大
）

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
開
催
す
る
こ
と
で

特
徴
を
持
た
せ
る

T
K
C
北
海
道
会
で
は
、
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
12
名
に
よ
る
勉
強
会
が
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
勉
強

会
は
支
部
単
位
で
は
な
く
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
開
催
す
る
こ
と
で
特
徴
を

持
た
せ
、
実
務
に
活
か
し
や
す
く
し

て
い
る
。
開
催
に
あ
た
り
、
各
グ
ル

て
い
た
が
、
今
回
の
勉
強
会
を
通
し

て
大
変
良
い
教
材
で
あ
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
実
感
し
た
。」、「
テ
キ
ス

ト
内
の
税
務
行
政
3.0
の
方
向
性
を
考

慮
す
る
と
、
付
加
価
値
業
務
が
で
き

な
い
と
税
理
士
事
務
所
の
職
域
が
危

う
く
な
る
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

ま
た
、「
求
人
に
あ
た
っ
て
、
税

理
士
と
い
う
職
業
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
に
苦
労
す
る
こ
と
が
多
い
」

と
い
う
悩
み
に
対
し
て
は
、「
税
理

士
の
4
大
業
務
の
図
を
使
う
と
説
明

し
や
す
い
」
と
い
う
意
見
が
紹
介
さ

れ
た
。

こ
の
実
践
勉
強
会
を
後
押
し
す
る

の
が
、
T
K
C
全
国
会
運
動
方
針
を

地
域
会
で
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
発
足

さ
れ
た
「
北
海
道
会
M
I
R
A
I
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。
毎
月
開
催

さ
れ
る
北
海
道
会
正
副
会
長
会
議
で
、

実
践
勉
強
会
の
開
催
状
況
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
進
捗
が
共
有
さ
れ
る
こ
と

で
、
地
域
会
が
一
体
と
な
っ
て
実
践

勉
強
会
を
盛
り
上
げ
な
が
ら
、
勉
強

会
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
繋
が
る
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

（
北
海
道
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

丹
野
宏
亮
）

T
K
C
北
海
道
会

と
　
き
：
令
和
7
年
12
月
12
日
㈮

と
こ
ろ
：
北
海
道
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

北海道会（12月12日）
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取
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が
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。
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が
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プ
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ー
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り
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さ
れ
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プ
に
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て
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開
催
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開
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全
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、
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よ
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提
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れ
た
。
そ

れ
を
も
と
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、「
テ
キ
ス
ト
の
存
在
は
知
っ

割
合
や
令
和
8
年
12
月
末
ま
で
の
目

標
を
宣
言
し
、
ク
ラ
ウ
ド
移
行
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
が
共
有
さ
れ
た
。
事
務

所
の
取
り
組
み
事
例
や
今
後
の
活
動

計
画
を
議
論
し
た
。
当
日
は
、
巡
回

監
査
実
施
関
与
先
数
の
推
移
な
ど
進

捗
状
況
を
共
有
し
、
参
加
者
同
士
が

互
い
に
高
め
合
う
場
と
し
て
当
勉
強

会
を
形
成
で
き
る
よ
う
、
T
K
C
全

国
会
表
彰
へ
の
積
極
的
な
エ
ン
ト
リ

ー
を
促
さ
れ
た
。

（
福
井
Ｓ
Ｃ
Ｇ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

栗
山
直
大
）

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
開
催
す
る
こ
と
で

特
徴
を
持
た
せ
る

T
K
C
北
海
道
会
で
は
、
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
12
名
に
よ
る
勉
強
会
が
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
勉
強

会
は
支
部
単
位
で
は
な
く
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
開
催
す
る
こ
と
で
特
徴
を

持
た
せ
、
実
務
に
活
か
し
や
す
く
し

て
い
る
。
開
催
に
あ
た
り
、
各
グ
ル

て
い
た
が
、
今
回
の
勉
強
会
を
通
し

て
大
変
良
い
教
材
で
あ
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
実
感
し
た
。」、「
テ
キ
ス

ト
内
の
税
務
行
政
3.0
の
方
向
性
を
考

慮
す
る
と
、
付
加
価
値
業
務
が
で
き

な
い
と
税
理
士
事
務
所
の
職
域
が
危

う
く
な
る
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

ま
た
、「
求
人
に
あ
た
っ
て
、
税

理
士
と
い
う
職
業
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
に
苦
労
す
る
こ
と
が
多
い
」

と
い
う
悩
み
に
対
し
て
は
、「
税
理

士
の
4
大
業
務
の
図
を
使
う
と
説
明

し
や
す
い
」
と
い
う
意
見
が
紹
介
さ

れ
た
。

こ
の
実
践
勉
強
会
を
後
押
し
す
る

の
が
、
T
K
C
全
国
会
運
動
方
針
を

地
域
会
で
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
発
足

さ
れ
た
「
北
海
道
会
M
I
R
A
I
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。
毎
月
開
催

さ
れ
る
北
海
道
会
正
副
会
長
会
議
で
、

実
践
勉
強
会
の
開
催
状
況
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
進
捗
が
共
有
さ
れ
る
こ
と

で
、
地
域
会
が
一
体
と
な
っ
て
実
践

勉
強
会
を
盛
り
上
げ
な
が
ら
、
勉
強

会
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
繋
が
る
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

（
北
海
道
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

丹
野
宏
亮
）

T
K
C
北
海
道
会

と
　
き
：
令
和
7
年
12
月
12
日
㈮

と
こ
ろ
：
北
海
道
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

北海道会（12月12日）


